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工学研究科の兼子です。よろしくお願いいたします。

工学研究科に関するFDということで、工学研究科

の機械系専攻に所属しております、兼子から報告させ

ていただきます。私自身は、工学研究科の教務委員長

も担当しております。本日は「工学部・工学研究科に

おける入学時アンケート」ということで、教務のFD

とは少し違う観点になりますが、我々の取り組みを報

告させていただきます。本日のアウトラインですが、

工学部は旧市立大学と旧府立大学にそれぞれありまし

て、その 2 つを統合して出来た学部です。新しい学科

構成について、FD研究会では初めて発表しますので、

まずは簡単に紹介させていただきます。次に、工学部

の入試制度について説明します。最後に、学部と大学

院の入学時アンケートについて紹介させていただきま

す。（章末スライド 2 参照）

1 ．工学部の学科構成
大阪公立大学の工学部は2022年度からスタートし

ました。それ以前は、大阪市立大学の工学部として 6

学科、大阪府立大学の工学域では 3 学類 9 課程の学科

に相当する組織がありました。それらの組織が統合さ

れ、大阪公立大学工学部として12学科体制となって

おります。（章末スライド 3 参照）

6 ＋ 9 なので、本来は全学科で15学科になるはずで

すが、一部再編成しています。例えば、市立大学の機

械工学科と府立大学の機械工学課程が再編成され、新

しく公立大学として機械工学科を作ったという具合で

す。それ以外に、例えば航空宇宙工学分野、海洋シス

テム工学分野は、府立大学側だけで構成されている学

科です。また、建築学科や都市学科は市立大学側のみ

で構成されている学科になります。キャンパスについ

ては、大阪公立大学のホームページによると、2022年

度の開学時の段階では中百舌鳥キャンパスが基本的に

は工学部のメインキャンパスとなり、こちらに 9 学科

があります。少なくともこの 9 学科の学生は中百舌鳥

キャンパスに所属ということになります。（章末スラ

イド 4 参照）

私は機械工学科の所属ですが、まだ中百舌鳥に移転

せず、杉本キャンパスにおります。今年度末には、市

立大学の機械工学科、電子・物理工学科と電気情報工

学科の教員は、中百舌鳥キャンパスに移動することに

なっています。杉本キャンパスに設置されている建築

学科、都市学科、化学バイオ工学科についても、2028

年度に中百舌鳥キャンパスへ移動する予定になってお

ります。

それでは、各学科の沿革について説明させていただ

きます。一例として、機械工学科の沿革について説明

します。2000年には、市立大学の工学部に機械工学科

と知的材料工学科がありました。それが2009年に学

科の改編による統廃合で機械工学科となり、2022年に

はさらに統合されて公立大学の機械工学科となりまし

た。府立大学も同様のよく似た過程を経て、機械シス

テム工学科とエネルギー機械工学科が機械工学科にな

り、その後 2012 年に学域制となりました。そして、

2022年度には新しい工学部となりました。この大阪

公立大学の機械工学科を見ますと、もともと 4 学科で

あったものが、１ 学科になるという沿革となっており

ます。（章末スライド 5 参照）

これまで見てきたように、工学部は約10年おきに、

新しい組織に改組されています。そのため、ようやく

落ち着いたころにまた新しい学科となるため、なかな

か落ち着いてFD活動などがやりにくい状況です。現

在機械工学科では、新しいカリキュラムが立ち上がり

始めているところです。自転車操業ということでもな
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いのですが、大急ぎでいろいろなことを準備している

状況でございます。

2 ．工学部の入試
次に、工学部の入試制度の沿革について説明させて

いただきます。

新入生は入試を経て入って来ることになりますから、

入学する学生の質や性格などは入試制度に依存してい

ると考えております。まず、大阪市立大学工学部の入

試では、一般選抜入試は前期日程と後期日程を併用し

ておりました。しかし、定員は前期日程が多人数、後

期日程が少人数ということになっておりました。前期

日程は第一志望の志願者が多く、合格を出せば、ほぼ

100％の志願者がそのまま入学するというのが特徴で

した。一方、府立大学の工学域は中期日程を採用して

おりました。非常に多くの、全国の広いエリアから偏

差値の高い志願者が受験することが特徴となっていま

した。受験者数も、市立大学の前期日程と比較すると

桁違いに多くなっていました。（章末スライド 6 参照）

公立大学の工学部では、いろいろ紆余曲折がありま

したが、できれば両方のいいとこ取りをしたいという

ことで、最終的に前期日程と中期日程を混合した日程、

比率でおおよそ １ 対 2 または 2 対 3 ぐらいの割合にな

りますが、このような制度を取り入れております。具

体的には、入学定員の一覧にありますとおり、両大学

の工学部が統合され、また統合前から工学部および工

学域の学生数が多かったこともあり、合併後の公立大

学でも工学部の入学定員は741名と、ほかの学部・学

域と比較して非常に多い人数となっております。（章

末スライド 7 参照）

それでは、先ほど前期と中期日程で １ 対 2、と申し

上げましたが、各学科でその比率が若干異なっていま

す。スライドでは縦の列が学科になります。横の行が

もともと母体となった大学を表しております。先ほど

も説明しましたように、航空宇宙工学科、海洋システ

ム工学科などはもともと府立大学のみに、機械工学科

は府立大学と市立大学の両方にありました。建築学科、

都市学科、化学バイオ工学科については市立大学が母

体になっています。府立大学が母体になっている学科

は、現状ではどちらかというと、前期日程よりも中期

日程の人数が多いことが特徴となっております。航空

宇宙工学科は前期日程 8 名、中期日程が 30 名です。

応用化学科も前期日程15名に対して中期日程52名と

なっています。合併した機械工学科は、前期日程49

名と中期日程 76 名で、非常に人数が多いのですが、

おおむね前期日程は市立大学の、中期日程は府立大学

の入学定員が振り分けられています。建築学科と都市

学科は、中期日程の人数が少なく、前期日程の人数の

多いことが特徴となっています。（章末スライド 8 参照）

このように、日程ごとの入学定員が違うということ

で、どのような学生が入学して来るのか、どういう教

育をすべきかなどを考えていかなければなりません。

先ほども少し申し上げましたが、工学部・工学研究科

の課題として、学部では前期日程と中期日程の入学者

が混在してしまうということで、今まで市立大学でも

府立大学でも経験したことのないような状況となって

います。そのため、どのようになるのかということを

工学部の教員は懸念しております。しかし、異なる性

質の学生が混在する状況に適したカリキュラム・授業

の提供が今後、必要になって来るのではないかと考え

ております。その前段階として、今日お話する入学者

アンケートを実施しました。大学院の課題としては、

全国どこの工学研究科でもそうなのですが、博士後期

課程の進学者が少ないという問題がございます。（章

末スライド 9 参照） 

3 ．学部の入学時アンケート
まず、学部の入学時アンケートですが、昨年度から

実施していまして、30項目の質問を設けております。

回答率は、いろいろ催促した結果として、90％を超え

ております。それでは、幾つかの例を紹介させていた

だきます。大学選定で役立ったことについては、数字

が高いほどいいのですが、2022年度、2023年度の結

果を見ると、大学のホームページが非常に参考になっ

たという回答が多かったので、その充実は非常に重要

だと思います。保護者または高校の先生からの情報が

参考になったという回答も多いので、学生に対するア

ピールだけではなく、保護者や高校の先生に対するア

ピールも重要になって来ると思います。（章末スライ

ド11参照）
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課程が混在しております。質問項目は16、回答率はい

ずれの課程でも90％を超えております。

まず、期待についてですが、これも同じように、内

的と外的要因について調査しました。内的要因につい

ては、学部では専門知識が高かったのですが、大学院

になると、研究からの学びというのが増えてきていま

す。外的要因、何を期待するのかということについて

は、学部のときには少し低かった指導体制がほとんど

最大値となっているので、大学院では教員の指導を大

いに期待しているということになります。（章末スラ

イド17参照）

次に、修士課程 １ 回生に、入学時の後期博士課程へ

の進学などの希望についても尋ねています。スライド

のグラフの中で、本学後期博士課程への進学希望はオ

レンジ色の部分となっています。両方の課程が混在し

ているので見にくいかもしれませんが、本学で進学を

希望しているというオレンジの部分が先ほどの学部 １

回生と比較して軒並み低くなっています。オレンジだ

け抽出すると3.3％になっているので、この 4 年間で

何かいろいろ考えるところがあったのでしょうが、学

部のころにしっかり学位取得について説明なり推薦な

りしておけばよかったと思います。（章末スライド18

参照）

そして、博士課程の進学の障壁になっている経済的

支援について知っていたかどうかについても尋ねまし

た。大学独自で、または科学技術振興機構（JST）が

実施している支援制度について、詳しく知っていると

回答したのは少数です。もっとしっかり学部のころか

らアピールすべきだと思われます。（章末スライド19

参照）

5 ．まとめ
工学部の入学時アンケートについては、入試制度と

第 １ 志望の比率に相関があり、前期日程の比率の高い

学科は第 １ 志望の比率も高くなっています。期待する

内容としては、専門知識・技術が高くなっています。

１ 回生の入学時点では、2023年度で約2.5％の学生が

博士後期課程の進学を考えています。一方、工学研究

科では、期待することとして、研究からの学びであっ

たり、教員の指導体制が高くなっています。いささか

まず、第一志望かどうかということについては、先

ほどお話した入試日程と大きな相関がございます。オ

レンジが第 １、黄色が第 2、緑が第 3 志望なのですが、

第 １ 志望の比率が中期日程で低いというように見えま

すが、前期日程で高くなっているというのがより正確

です。建築学科または都市学科では第 １ 志望の比率が

高く、中期日程の比率が多い学科では低いという結果

が出ています。入学時段階では各学科で学生のモチベー

ションが少し違うと感じておりますが、入試制度とか

なり直結していると思われます。（章末スライド12参照）

次に、本学に期待することを、まずは内的要因、す

なわち本人が何したいかということについて尋ねまし

た。ほとんどの回答の平均は、3 から 4 の間におさま

りました。実際には大きな差はないのですが、スライ

ドのグラフではスケールを 3 から3.8にしているため、

相対的な差が見えることになります。2022年度とそれ

ほど違いがありませんので、これからは2023年度のデー

タを紹介させていただきます。学部の段階では、専門

知識または分野の掘り下げ、これもほとんど同じ意味

なのですが、このようなことをぜひ学びたいというこ

とです。１ 回生の段階では、研究は少しだけ低くなっ

ております。（章末スライド13参照）

続いて、外的要因です。これは大学に何を期待する

かということで、これもほとんど違いはないのですが、

指導体制について少し低い値となっております。（章

末スライド14参照）

さらに、１ 回生の時点で取得したい学位について尋

ねた結果となります。スライドでは色がよく似ている

ので分かりにくいのですが、学士課程までを希望する

のが濃い青、修士課程までが灰色、博士課程までが少

し薄めの水色と色分けしております。圧倒的に多いの

は、修士課程までです。博士課程にも進学したいとい

う学生も、この時点では結構存在しております。おお

むね、入学時点で12.5％程度の学生が、博士課程まで

の進学を考えているという結果となっております。（章

末スライド15参照）

4 ．�大学院の入学時アンケート（前期およ
び後期課程）

大学院の入学時アンケートですが、前期課程と後期
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残念なことに、修士課程 １ 回生では、博士課程への進

学希望の比率が学部と比較するとずっと低くなってい

ます。その原因の一つとして、経済的支援を詳しく知っ

ている者が少ないことがあると思われるので、これを

改善していくべきだと考えております。（章末スライ

ド20参照）

以上、FDからは少し離れた内容も含まれていますが、

工学部からの報告を終わります。ありがとうございま

した。

工学部・工学研究科における
入学時アンケート

1

2023.09.12 大阪公立大学 第2回FD研究会

担当： 兼子 佳久
工学研究科 機械系専攻

2

本日のアウトライン

• 工学部の学科構成
• 工学部の入試
• 学部の入学時アンケート
• 大学院の入学時アンケート

3

大阪公立大学工学部について

大大阪阪市市立立大大学学
工工学学部部

機機械械工工学学科科

電電子子・・物物理理工工学学科科

電電気気情情報報工工学学科科

化化学学ババイイオオ工工学学科科

建建築築学学科科

都都市市学学科科

大阪府立大学
工学域

情報工学課程

電気電子システム工学
課程

電子物理工学課程

応用化学課程

化学工学課程

マテリアル工学課程

航空宇宙工学課程

海洋システム工学課程

機械工学課程

大阪公立大学工学部

航航空空宇宇宙宙工工学学科科

海海洋洋シシスステテムム工工学学科科

機機械械工工学学科科

建建築築学学科科

都都市市学学科科

電電子子物物理理工工学学科科

情情報報工工学学科科

電電気気電電子子シシスステテムム
工工学学科科

応応用用化化学学科科

化化学学工工学学科科

ママテテリリアアルル工工学学科科

化化学学ババイイオオ工工学学科科

6学科

3学類9課程
12学科

4

キャンパスについて

2022年度の開学時

中百舌鳥キャンパス
（堺市中区）

杉本キャンパス
（大阪市住吉区）

航空宇宙工学，海洋システム工学，機械工学，電子物理工
学，情報工学，電気電子システム工学，応用化学，化学工学，
マテリアル工学の9学科

建築，都市，化学バイオ工学の3学科

1

3

2

4
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10

学部の入学時アンケート

質問項目
30項目

回答率
2022年度 91％
2023年度 94%

9

工学部・工学研究科の課題

• 学部では，前期と中期日程の入学者
が混在するので，適したカリキュラ
ム・授業の提供が必要ではないか？

• 大学院では，博士後期課程の進学者
数が少ない。

（注１）【総合】大阪府内枠:1、全国枠:3
（注２） 指定校制の学校推薦型選抜を予定しています。

工学部 入学定員

8

府大

府大

府・市大

市大

府・市大

市大

府大

府大

府大

市大

府・市大

府・市大

学部・学域 入学定員
現代システム科学域 260

文学部 160
法学部 180

経済学部 295
商学部 270
理学部 299
工学部 741
農学部 150

獣医学部 40
医学部 140

看護学部 160
生活科学部 153

合計 2,848

大阪公立大学の学部・学域の入学定員

7

6

工学部の一般選抜入試の沿革

大阪市立大学
工学部

大阪府立大学
工学域

大阪公立大学 工学部

・前期日程（第一志望が多い）
・後期日程（少人数）

・中期日程
（偏差値が高い）

・前期日程（269人）
・中期日程（442人）

5

工学部 機械工学科の沿革（2000年～）

2005年

2009年

2012年

2022年

大阪市立大学 工学部

機械工学科

大阪公立大学 工学部

大阪府立大学 工学域

機械工学科

知的材料工学科機械工学科

大阪府立大学 工学部

機械系学類 機械工学課程

機械工学科

109

87

65



大阪公立大学大学教育　第 2 巻　2024年 3 月

55

16

大学院の入学時アンケート
（前期と後期課程）

質問項目
16項目

回答率
2022年度 91％
2023年度 96%

15

取得したい学位は？

2023年度 １２．５％

14

非常に期待している ４ ＞ ３ ＞ ２ ＞ １ 全く期待していない

★ 外的要因あなたは本学に何を期待しますか？

2023年度

13

あなたは本学に何を期待しますか？

非常に期待している ４ ＞ ３ ＞ ２ ＞ １ 全く期待していない

★ 内的要因

2023年度

12

本学は第一志望でしたか？

2022年度

2023年度

大学選定の際役だったこと

大変役に立った ４ ＞ ３ ＞ ２ ＞ １ 全く役に立たなかった

2023年度2022年度

1615

1413

1211
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56

20

工学部入学時アンケートまとめ

大学院工学研究科の入学時アンケートまとめ

・第一志望の比率は前期・中期日程個別学力試験の比率と
相関しており，前期日程比率の高い学科は第一志望者比率
もが高い．
・本学に期待することは，「専門知識・技術」が高い．
・博士後期課程進学を考えている比率は１２．５％（２０２３年
度）

・本学に期待することは，「専門知識」， 「研究からの学び」，
「教員の指導体制」が高い．
・本学の博士後期課程進学を考えている比率は非常に少な
い（２０２３年度）．
・博士後期課程の学生を対象とした経済的支援を詳しく知っ
ている者が少ない．19

博士後期課程の学生を対象とした経済的支援があることを
知っていますか？

2023年度

18

後期博士課程進学・学位取得について

2023年度

3.3％

17

本学大学院に対するあなたの期待度について

非常に期待している 4＞3＞2＞1 全く期待していない

★★ 内内 的的 要要 因因 ★★ 外外 的的 要要 因因

2023年度

2019

1817


